
平成２９年度 東京都立山崎高等学校 学校経営計画  
 

 

 

目

指

す

学

校 

 高い意欲と使命感をもった教職員の協働体制のもと、本校の教育目標である克己（自分のもつ弱さを克服する力）、高志

（自分を高めようとする意志）、協働（協力し合い、助け合う姿勢）、敬愛（お互いを大事にする優しさ）を生徒に身

に付けさせるとともに、きめ細かな教育活動を通して、これからの国際社会で活躍する事ができる豊かな教養と人間

性を育成し、生徒の進路希望の実現を図る学校を目指す。 

(1)生徒の可能性を最大限に引き出す授業内容や主体的・対話的で深い学びとなるよう工夫された授業方法による、きめ細

かで丁寧な指導を行い、全ての生徒の進路希望を実現する。 

(2)学校行事や部活動等、学校における全ての教育活動をとおして、人権尊重の理念を正しく理解すると共に、社会におけ

るルールやマナーを身に付け、自律的に行動できる生徒を育成する。 

(3)豊かで平和な国際社会を創造する担い手として、社会の変化を適正に判断し、グローバル社会に貢献できる人間を育成

する。    

(4)地域との交流を深め、地域貢献をはじめ学校の特色ある活動を積極的に公開し、地域に根ざした開かれた学校にする。 

 

 
中期的目標と方策 

平成２９年度の取組目標と方策 

 柱 教育活動の目標と方策 重点目標と方策 数値目標等 

Ⅰ
 

学
習
指
導 

基礎学力の定着と
進路実現に向けた
学力の向上を目指
し、進路志望の実現
を図る。 

 

 

①
補
習
講
習
拡
大
・
家
庭
学
習
の
習
慣
化
・
読
書
活
動
の
推
進 

・日常の学習を補うため

の補習や大学進学に向

けた講習等を行う。 

 

 

・家庭学習習慣の継続化、

定着化を図る。                            

 

 

 

 

 

 

・読解力を向上させる読

書活動を推進する。 

・長期休業中、放課後、土曜日等

の補習・講習を学年との連携を

深め実態に応じた内容を計画す

る。           

  

①各種検定試験の資格取得を奨励

し、補習等の組織的取り組みの

実施。講習と家庭学習の連携を

図る。 

②家庭学習における課題の内容や

分量等を精選し、家庭学習の定

着化を図る。        

 

・活用しやすい図書室の工夫や改

善等により未読率の低減を図

る。ビブリオバトル、国語授業

での「味見読書」、課題図書作文

等の他、各教科での図書館活用、

読書活動について表彰するなど

工夫を進める。 

・補習・講習は35講座実施 

[夏期、冬期、土曜、放課後等]  

早期に生徒に周知。指名補

習、希望補習の積極的実施。 

学習時間の確保や自習室の

設置。 

  基礎学力が定着した生徒       

75% 

①漢検、英検等検定の資格取得

の受検者数、合格者数の増

加。     

②家庭学習時間が１日60分以

上の生徒50%以上 

考査期間中1日2時間以上

90% 

 

・月２冊以上本を読む生徒が全

体の30%以上 

  

②
授
業
時
間
確
保 

・行事を整理し、内容の

充実を図ると共に、授

業時間を確保する。 

・行事の内容を精選し見直すこと

で行事の質をあげ、学力の向上

のために授業時数を確保する。 

・全ての授業における授業規律の

徹底を図る。 

 

・継続して授業時間の確保に取

り組む。 

 

・チャイム着席を徹底し、授業

時間を守らせるとともに、一

つ一つの授業を大切に受講

させる。全授業100% 

・教科マネジメント

を確立し、組織的に

生徒の学力向上を図

る。 

 
③
授
業
改
善 

・教科指導における学習

到達度を明確に示した

授業を展開するととも

に、教科主任を中心と

して、生徒の学力を客

観的に把握し、指導内

容や指導方法の計画的

な工夫･改善を行うこ

とで生徒の学力向上を

図る。 

・教科チームとして授業内容、授

業進度、定期考査問題の共通化

を進め、教科マネジメントを確

立する。 

・教員が授業を相互に積極的に見

せ合い学び会うことでお互いの

授業力向上に努める。 

 

・各学期、同教科・他教科  年

間3回以上授業を参観す

る 。報告書提出100% 

 

・ＩＣＴ等を活用した授業実践

に取り組む教員の割合 

90%以上                                        

 



Ⅰ
 

学
習
指
導 

・教員は生徒の学習

意欲を高めるととも

に、一つ一つの授業

を大切に実施し、生

徒の興味・関心を引

出す授業を展開す

る。    

・生徒の論理的思考

力・表現力等の学力

の向上を目指す。 

 

・学力スタンダード

に基づき、学力の組

織的把握と指導方針

の共通理解を図る。 

③
授
業
改
善 

・生徒と教員、生徒間の

やり取りをとおして考

えさせ表現できる授業

を実践する。（思考力･

判断力・表現力等、言

語活動を向上させる授

業を実施する） 

・生徒の授業に対する評

価を分析し、生徒が満

足できる授業をめざ

す。 

・定期考査、課題テスト

等を用いて学力調査を

実施し「学力スタンダ

ード」の成果分析を各

教科で検討する。   

・相互参加型授業検討委員会を設

置し、指導教員の授業見学、方

法の工夫・改善の校内研修を推

進する。 

・主権者教育、金融教育等を実施

し思考力・判断力を高める。 

 

・生徒による授業評価を 年２回実

施し、このデ―タ―をもとに研

修を行い授業改善に生かす。  

 

・学力向上推進委員会を設置し入

試，模試等を分析すると共に各

教科で統一した教科指導、評価

を実施する等、生徒の達成状況

の改善を図る。外部実力テスト

等を面談に生かす。 

・相互参加型授業を導入した授

業を実施した教員１００% 

 

 

 

 

 

･授業満足度 70%   

･理解/習熟度 75% 

･教材研究、指導方法の工夫 

85% 

・「学力スタンダード」による 

学力調査を実施。スタデイサ

ポート1年1回、実力テスト

を1・2年2回、 

・｢人間と社会｣等の

体験学習を通して、

表現力の向上を図

る。 

 

・生徒の情報モラル

の育成を図る。 

 

 

 

・オリンピック教育

における国際理解の

推進。 

④
総
合
的
な
学
習
（
道
徳
・
奉
仕
） 

・「人間と社会」について

キャリア教育を中心と

したインターンシップ

体験等による職業観の

育成を図る。 

・生徒相互の価値観、道

徳観の理解を深め、ル

ール作りに主体的に取

り組ませる。 

 

・オリンピック・パラリ

ンピック参加国の特色

を理解する。 

・外国人との直接交流を

通して、異文化理解を

図る。 

・道徳と関連させ、自己理解・他

者理解について、主体的・対話

的な深い学びの手法を活用する

など、言語活動の工夫、改善を

行う。 

・家庭と連携し、情報モラルを推

進する。 

・高校生による「ＳＮＳ東京ル－

ル」を活用した出前講座の実施

（小・中対象） 

・オリンピック・パラリンピック

について、総合的な学習の時間

を使って調査研究を行う。 

（２年生） 

・外国人留学生を先生とした異文

化理解の授業（２，３年生） 

 「人間関係を考える手がかり

となった」85% 

・「新教科の取り組みによって

自己有用感が高まった」とい

う生徒が全体の80%以上 

 

・「情報モラルが身に付いた」

という生徒が全体75%以上 

・公開講座等 年1回以上 

 

・「異文化理解が深まった」 

70%以上 

Ⅱ
 

生
活
指
導 

・生徒の自己規律を

遵守する力を高め、

社会人として身に付

けるべき基本的なル

ールやマナーを理解

し、実践できる力の

向上を組織的に取り

組む。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①
基
本
的
生
活
習
慣
の
育
成 

・規律正しい生活習慣や

規範意識を育成する為

に、各種の集会、HR、

各行事などにより、集

団生活のルールやマナ

ー等を全教職員で指導

する。 

 

・国際社会における礼儀

作法やおもてなしの心

を学ぶ。 

・遅刻指導、自転車マナー指導、

服装指導、駐輪指導等を全学年

と生徒部が連携して計画的に実

施するとともに、全教職員が一

丸となって生活指導にあたる。 

・交通安全教室（セーフティ教室）、

薬物乱用防止教室、避難訓練等

を関係機関と連携して実施す

る。 

・近隣の小、中学校と協力して合

同のあいさつ運動に取り組む。 

・講演会等で礼儀作法、おもてな

しの心への理解を深める。 

・規律の理解 90%    

・自転車マナー良好70%  

・遅刻者指導の徹底（遅刻の原

因分析と個別指導の実施）

90%      

・時と場所に応じた身だしなみ

指導（進路指導と連携）90%      

・授業開始時の挨拶指導100% 

・相手の立場を踏まえた適切な

コミュニケーションをとる

ことができる100% 

・小、中合同のあいさつ運動 

 年３回 

②
規
範
意
識
の
育
成 

暴力・いじめ・窃盗等の

問題行動には迅速・厳格

に対応し、生徒が安心し

て生活できる安全な学校

となるよう全教職員で取

り組む。 

・生徒指導の統一基準等に基づき、

生徒が守るべきルールについ

て、全校集会、ホームルーム、

日常生活等で、周知・徹底する。 

・「いじめ」未然防止の為「いじめ

対策委員会」を有効活用すると

ともに、校内研修等に努め、全

教職員が問題を解決できるスキ

ルを身に付ける。 

・生徒ロッカーの施錠の徹底 

100%               

・「規律の大切さ、挨拶、頭髪、

携帯について、十分に指導さ

れている」87%           

・「学校はいじめ防止に取り組

んでいる」75% 



・地域と連携した清

掃活動等に積極的に

努め、地域貢献意識

を育成する。                                  ③
清
掃
・
美
化 

・全教職員が校内環境の

改善に取り組むと共

に、全生徒が校内、校

舎周辺の清掃、美化に

つとめ、気持ちよく学

習できる環境を整え

る。 

・日々の清掃の時間を活用すると

ともに、日頃から生徒自身が校

舎内外の美化について積極的に

取り組む。 

・環境教育、学校 PR の一環とし

て、校内、学校外周等の清掃に

ついて、美化週間、「地域貢献プ

ロジェクト」等、部活を活用し

ながら地域と連携した清掃活動

に努める。          

・「清掃活動・美化に協力して

いる」80% 

・近隣地域への貢献としての校

外清掃活動への取り組み 

30%以上 

Ⅲ
 

特
別
活
動
・
部
活
動 

・特別活動、部活動

行事、ボランティア

活動等をとおして、

生徒の自尊感情を育

む。 

 

・日本の伝統・文化

を理解し日本の良さ

を発信できる生徒を

育成する。 

 

・スポーツ特別強化

校（アーチェリー部）

の指定 

①
学
校
行
事 

・全ての教員が学年や生

徒会を支援し、望まし

い特別活動（対面式・

新入生歓迎会・体育

祭・文化祭等）を行う。 

 

・行事、部活動を通して

日本の伝統・文化を地

域に発信する等、日本

の伝統・文化に関する

取組を積極的に行う。 

・体育祭・文化祭は本校の魅力を

発信する場であるとともに、生

徒の生きる力を育むための行事

として全校をあげて取り組む。 

・日本の伝統・文化に関連した生

徒向け講演会を実施する。 

・芸術鑑賞教室、芸能体験活動の

取組を工夫する。 

・文化祭における茶道部、フラワ

ーアレンジ部等の外部講師を活

用した展示・発表当を工夫する。 

・体育祭に積極的に参加87% 

「体育祭は有意義」 

保護者  97%   

・文化祭に積極的に参加90% 

「文化祭は有意義」 

保護者95% 

・行事での達成感・存在意義 

85% 

・日本文化への理解が深まった

という生徒が80％以上 

②
部
活
動 

・生徒がルールやマナー

を学び身に付けると共

に、生涯にわたり、自

律的な活動ができるよ

う取り組む。 

 

・１年は原則全員部活動に加入。          

・地域、中学校等との交流の工夫

する。 

・アーチェリー部は外部人材を活

用するなど、全国を視野に指導

体制を整え、競技力を向上させ

る。 

・部活動加入率１年生 

当初100%最終85% 

全校加入率 最終70%            

・アーチェリー部が関東大会以

上の上位大会出場を果たす。 

Ⅳ
 

健
康
づ
く
り 

・教職員と地域関係

者、保護者との連携

を深め、生徒の心身

の健康の保持増進に

努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・健全な発達・成長

を支え、生涯健康で

充実した生活を送る

ことができるよう体

力の向上を図る。 

①
健
康
の
保
持
増
進 

・生徒が心身共に健康で

充実した学校生活を送

れるように人権教育を

推進し、生命の尊さの

指導をとおして安全・

事故防止等に努める。 

・担任、生徒部、保健室等が中心

となり生徒の健康の保持増進を

支援する。 

・体育・保健体育の充実を図り、

体力向上の効果的な指導内容・

方法の工夫・改善を図る。 

・健康講話等の機会をとおして、

生命尊重や人権尊重を徹底する

と共に、救護・対処法の研修等

をとおして部活動の安全や学校

安全・事故防止等を図る。 

・学校、家庭、地域が連携して体

力の向上を推進する。 

・熱中症予防講習会、事故発生

時対応訓練の実施、学校保健

委員会の継続。 

・習得した知識や技能を活用し

た運動課題の解決学習を実

施する。 

 

・基本的生活習慣や健康三原則

（栄養・運動・休養）の定着

に努める。 

②
教
育
相
談 

・全教員がカウンセリン

グマインドをもって、

人間関係を築き、相談

等にのることで生徒の

内面の悩み等を把握・

理解し、生徒への支援

を行うことで解決を図

る。 

・カウンセラーを有効に活用し、

学校全体の相談体制や教職員

個々のカウンセリングマインド

の向上を図る。         

・「性同一性障害」などの対応方法

を学び、適切な対応に努める。 

・カウンセラーによる生徒全員

への個別面談、校医の校内研

修を継続して実施。                  

・学校サポートチームを中心に

校内研修を実施する。 

③
体
力
づ
く
り 

・体力向上推進の為に、

体育祭、マラソン大会、

部活動等を通した総合

的な基礎体力の向上を

図る。 

 

 

 

 

・山高体操を体力づくりの一校一

取組に位置づける。 

・体力テストの実施の方法を工

夫・改善し、全国平均値への向

上に務める。 

・オリンピック教育推進の一環と

して体力トレーニングの方法の

改善に努める。 

・山高体操を体育祭、体育で実

施する。 

・体力テストの事前指導を充実

させ、具体的な到達目標を設

定する。（６月に実施） 

・部活動を中心にした体幹トレ

ーニング等を実施する。 

年3回。 



Ⅴ
 

進
路
指
導 

・キャリア教育の全

体計画を踏まえ、生

徒への進路情報を適

切に提供し、その個

性・能力に応じた主

体的な進路選択がで

きるよう支援を行う 

 

・地域の人材を活用

した交流等を通し

て、自らの夢や希望

の持てる心を育て

る。         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自分の役割や責任

を果たし、人に役立

つ喜びを体得させ、

自己肯定感を育む 

①
面
談 

・面談を充実させること

により、進路意識を喚

起させ、目標を発見さ

せ、進路希望を実現さ

せる。 

・進路部と学年担任が連携し、生

徒の個人カルテ（成績の推移や

志望などが示されたデーター）

を作成するとともに、学年が実

施する計画的な面談・保護者会

等により生徒情報を収集し、進

路部と情報共有を図る 

１年二者面談２回 

２年二者面談２回 

三者面談１回 

３年二者面談2回 

三者面談１回       

    

②
進
路
指
導 

･進路指導部が方針を立

て進路ガイダンス、個

別指導就職先、資格取

得状況、奨学金等に関

する情報を詳細に提供

し、生徒の主体的進路

実現に努める。 

 

・進路指導部の方針のも

と、学年、教科と共に

生徒の学力推移のデー

ター等を個人カルテに

蓄積するとともに、模

試の分析会等の企画や

学力分析に基づいた組

織的進路指導を行う。 

 

・大学、同窓会、外部機関等も活

用しながら、正確な情報の提供

と、きめ細やかな進路指導を実

現する。 

 

・文理選択科目についての現役大

学生による進路説明会、進路講

演会、進路紹介セミナー、体験

授業、小論文指導.を実施する。 

 

・進路部が方針を立て、その指導

のもと3年間の系統的進路ガイ

ダンスのプログラムを作成す

る。（職業的自立支援教育プログ

ラム事業との連携）            

・高大連携（桜美林大等）等を活

用した入試への取組を推進す

る。 

・進路希望達成率 95%以上 

・進路だより12回      

・「進路情報、アドバイスを 

十分提供している」86%      

 

・「進路指導は1年から計画的

に行われている」85% 

・「授業、ガイダンス、補習、

講習は進路実現に役立って

いる」85%                  

・オープンキャンパスへの参加

を奨励する。 

 

・面接指導については、集団面

接、プレゼンテーションにつ

いて、全校体制で組織、計画

的に取り組む。             

③
就
職
指
導 

・望ましい勤労観、職業

観を育て、社会の一員

としての役割を自覚さ

せる。インターンシッ

プ、ボランティア活動

等に取組む。 

・ハローワーク、東京仕事センタ

ー等を活用した職業指導、職業

理解の体験授業を通して自分に

合った就職先を決定する。      

・進路指導部の方針のもと計画

的に企業訪問、職業指導を実

施。 

・ハローワーク等を活用した面

接指導を行う。                  

Ⅵ
 

募
集
・
広
報
活
動 

・目的意識をもって

進学を希望する生徒

の確保を目指し、本

校への地域や近隣中

学校の要求を把握分

析し、広報活動の一

層の工夫改善を図

る。 

                   

①
Ｈ
Ｐ
・
学
校
案
内
・
山
高
通
進 

・様々な媒体を活用して、

広報活動を行い情報を

適切に発信し、本校へ

の理解や協力を得る。 

・ホームページ、学校案内・山高

通信を更に充実させる。 

・学校説明会用DVD、パワーポイ

ントを更新し、より新しい情報

を提供する。 

 

・ホームページの更新 

（年間200回以上） 

・ＨＰ掲載記事の工夫 

（部活紹介、授業等学校生活全

般の広報） 

・校門前の掲示の活用の工夫 

・学校説明会用DVDの完成 

１０月                  
Ⅵ
 

募
集
・
広
報
活
動 

・本校への地域の要

求を把握分析し、目

的意識をもって進学

を希望する生徒の確

保を目指した、広報

活動の一層の工夫改

善を図る。 

                                                                

②
学
校
説
明
会
・
体
験
授
業
等 

・学校説明会等を活用し、

組織的な学校PR活動

を行う。学校説明会補

足資料等を充実させ、

外部への説明では全教

員が一貫した説明を行

う。 

・学校説明会、山高体験、体験授

業、出前授業、部活体験等を行

う。           

・町田を重点的に、多摩南部の 

中学校訪問を行う。           

・塾対象の説明会を開催する。 

・中学生来訪者数 1200名            

・中学校訪問  

町田市内中学校各１回 

※生徒による訪問１回 

・出前授業  ５回 

出前説明会 ３回 

・特色ある学校の取組（キャリ

ア教育、道徳教育等）のＰＲ

強化  

・塾向け説明会 2回           

・経営企画室の学校説明会へ 

の参画     



Ⅶ
 

地
域
交
流
等 

・学校の人的・物的

財産を広く地域住民

に公開し、地域社会

の体育・文化活動の

拠点としての役割を

果たす。 

・地域での社会貢献

活動、近隣保育園・

小中学校との交流

を、より活発化させ、

地域から信頼される

学校づくりを推進す

る。 

①
施
設
開
放 

・施設開放の利用調整を

行い、公開講座を開催す

る。 

・地域の方にテニスコートを開放 

・テニス公開講座を実施する。 

 

・アーチェリー部の公開講座(小・

中学生対象)の実施） 

・テニスコート開放日数30日 

公開講座  9,10月        

テニス部部員、ＯＢ講師協力

５日  

・アーチェリー部公開講座

（小・中学生対象）10月  

4日間の継続      

Ⅷ
 

学
校
経
営
・
組
織
体
制
・
経
営
企
画
室
の
経
営 

・学校の人的・物的

財産を広く地域住民

に公開し、地域社会

の体育・文化活動の

拠点としての役割を

果たす。 

・地域での社会貢献

活動、近隣保育園・

小中学校との交流

を、より活発化させ、

地域から信頼される

学校づくりを推進す

る。 

・教職員は、日頃か

ら情報を共有するこ

とで意志疎通を図

り、連携・協力しな

がら、様々な課題を

組織的に迅速に解決

する。 

・学校運営連絡協議

会での意見を学校経

営に活かす。 

 

 

・読書活動の一層の

充実と思考力、判断

力、及び表現力等の

更なる育成を図る。 

 

・施設・設備の修繕、

増改修等を計画的に

進めると共に、経営

企画室の経営参画、

機能の充実を図る。 

授業料及び学校徴収

金について、適切な

運用管理を行う。 

②
地
域
と
の
か
か
わ
り 

・生徒のボランテイア活

動を推進する。 

・地域行事、地域防災行

事等に積極的に参加

し、地域とのかかわり

を深め、社会貢献意識

を高める。 

 

 

 

 

 

・オリンピック・パラリ

ンピック推進教育にお

けるアスリートとの交

流 

・小学生への学習支援等を行う。 

・防災については、地域との役割

の明確化、生徒の自主的な防災

活動支援隊との連携、救命救急

など生徒の学んだ技術を活用し

ながら、防災の実践的な体験の

工夫を図る。 

・地域貢献プロジェクトの活動を

町田市教育委員会等と連携さ

せ、自発的なボランテイア活動

を部活中心から全校規模に活発

化させる。 

・パラリンピックの選手やスポー

ツ指導者を招いて生徒との直接

的な交流の機会を作り障害者へ

の理解を深める。 

・「地域行事に積極的に参加し

ている」50%以上 

・「高齢者や障がいのある人を

進んで助けている」70％ 

 

 

①
学
校
経
営 

・主幹教諭・学年分掌主

任は、担当分掌に学校

経営の方向性を伝え、

分掌会議や職員会議に

おいて共通理解を図

る。 

 

・体罰を容認する風土を

刷新し、体罰のない部

活動等の推進を行う。 

 

・服務事故のない校内体

制を形成する。 

 

 

 

 

 

・学校保健、健康教育に

係る理解を深める 

・毎週主幹教諭会議や企画調整会

議を実施するとともに、教科会

も週１回程度開催し、教科チー

ムとして授業内容、授業進度、

定期考査問題の共通化を進め、

教科マネジメントを確立する。 

 

・体罰禁止の基本的考え方、学校

としての方針について、周知徹

底を図り主体的な取り組みを形

成する。 

・服務事故防止の為に情報を活用

し、問題点への理解を深める取

り組みを行う。 

 

 

 

 

・学校医、教育相談センター等、

外部人材を活用し、主体的な学

校保健活動を推進する。 

・企画調整会議 毎火曜日 

・主幹教諭会議 毎水曜日  

・総合的な学習、修学旅行の見

直し等継続して課題解決に

取り組む。 

 

 

・①体罰防止月間における校内

研修②保護者会、学校運営連

絡協議会等における啓発③

顧問会議の開催 年1回以

上。④生徒部が、部活動の活

動内容、外部指導員等を明確

に把握。体罰事故 0%を継続

する。 

・校内研修の実施 年３回以上 

服務事故（個人情報等）0％

を継続する。 

・保健に関わる研修を年１回以

上実施する。 

・保健だよりを年６回以上発行

する 



Ⅷ
 

学
校
経
営
・
組
織
体
制
・
経
営
企
画
室
の
経
営 

 

・教職員は、日頃か

ら情報を共有するこ

とで意志疎通を図

り、連携・協力しな

がら、様々な課題を

組織的に迅速に解決

する。 

 

 

 

 

・学校運営連絡協議

会での意見を学校経

営に活かす。 

 

 

・読書活動の一層の

充実と思考力、判断

力、及び表現力等の

更なる育成を図る。 

 

 

 

 

 

・施設・設備の修繕、

増改修等を計画的に

進めると共に、経営

企画室の経営参画、

機能の充実を図る。 

 

 

 

 

・授業料及び学校徴

収金について、適切

な運用管理を行う。 

②
Ｏ
Ｊ
Ｔ
・
人
材
育
成 

・分掌主任の主幹教諭、

主任教諭を中心とし

て、組織的・継続的な

ＯＪＴを行うことで人

材育成を図る。 

・校内研修を実施し、教

職員の資質・能力の向

上を図る。 

・執務ガイドライン等、職層に

応じた役割を明示し、自己点

検による自己の課題の明確化

を図る。 

・体罰防止、学力スタンダード

等を教員向け研修会で実施す

る。 

・経営企画室職員を講師とした

事務手続き等の研修会を実施

する。 

・職層に応じた自己点検、指導・

助言の担当者を早期に決定し、

計画的な人材育成の充実を図

る。（OJT診断基準を活用） 

・教員向け研修３回以上                        

経営企画室企画研修 ３回 

 

・若手教員研究授業等の相互観察

年６回以上 

③
学
校
評
価 

・学校運営連絡協議会、

保護者、PTA、同窓会、

地域等の意見を参考に

して学校経営にあた

る。 

・学校評価アンケートにより、

特に保護者や地域からの意見

をより多く伺うために 回収

率を一層増大させる。 

・アンケート回収率は、 

保護者 84％以上、 

地域100名以上 

市立中学校 60%以上 

④
読
書
活
動 

・生涯にわたり、本を読

む習慣を身に付けさせ

る。課題解決のための

読書等が主体的にでき

るよう読書の幅を広

げ、読解力を向上させ

る。また、各教科と連

携した言語活動の育成

を図る。 

・書評合戦、ディベートに対応

した図書館の有効活用（思考

力、判断力、表現力）を進め

る。        

・司書と連携を図る教員系図書

委員会を運用する。 

司書（業務委託）との連携        

・授業内、授業外での図書館利用

の一層の促進 図書貸出数

2400冊     

・書評合戦、デイベート,オリン

ピック教育推進校等に対応し

た図書館の有効活用の工夫                                                                                                       

⑤
予
算
編
成 

・必要な品目を重点的に

予算配分し、計画的・

効果的に執行する。施

設・設備・備品を適正

に管理し、有効に活用

する。 

 

 

・経営企画室と分掌・教科・部

活動の連携を密にし、予算編

成・執行を行う。 

・施設・設備の点検を強化し、

安全確保、美化・衛生に努め

る。 

・校舎の屋上、グランド等に緑

化を実施する。 

・一般需用費の支援センター 

利用率69%以上 

予算執行率99%以上 

⑥
授
業
料
及
び
学
校
徴
収
金 

・経営企画室と教員が連

携し、収納及び執行管

理を行う。 

・納入状況を迅速に把握し、未

納者に対しては迅速な督促を

行い、早期納入に努める。 

・学校徴収金については、「学校

徴収金基本計画」に基づき、

計画的かつ適正な予算執行を

する。 

 

 

・授業料納入対象者の未納率0% 

 

 

・学校徴収金の未納率0% 

 

 


